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実施概要・実施実績

実施概要

■名称 大野城市コミュニティ活動応援ファンド事業令和４年度実施報告会
■開催日時 令和５年６月17日（土）10：00～12：10

■開催場所 大野城まどかぴあ ２階 小ホール

■実施内容 ➣第１部 事業報告会 【発表団体】1. 「心をひとつにきれいな街づくり」 ＯＮＯＪＯにゃっとわーく
2. 「宇宙の学校Ⓡ～つなぐ、子どもの夢と未来を」 スペースドリーム大野城
3. 「おおのじょうまどかの醸成事業」 おおのじょう おとなりシップ

4. 「子育てで少し悩まれている保護者のサポート支援事業」 おやのかいMIRAI

5. 「安全なまち大野城」 ＮＰＯ法人route

6. 「ママ友サポート＆子育て応援事業」 スマイルフレンズ

➣第２部 トークイベント ～大野城市の地域活動の今までとこれからを語り合う～

ファシリテーター：福岡市ＮＰＯ・ボランティアセンターあすみん
センター長 中村善輝様

◆有限会社クリーンみかさ リサイクル事業部 部長 中村博志 様
収集運搬業務部 主任 本村龍一郎 様

◆認定ＮＰＯ法人チャイルドケアセンター 代表理事 大谷清美 様

◆学生ボランティア団体Young Free Helper 井上 圭悟 様
堀之内 睦 様

◆大野城市人事マネジメント課 人材育成担当係長 徳永 雄介 様
（ 前コミュニティ文化課 共働推進担当）

トークゲスト：

➣まちづくり相談会（小ホール入口付近にて）



実施概要・実施実績

実施実績

■来場者数 59 名

■相談会 相談件数 1 件



会場概要

■会場名 大野城まどかぴあ
■住所 大野城市曙町2-3-1
■アクセス 西鉄春日原駅より徒歩約１０分

ＪＲ大野城駅東口よりコミュニティバス約１０分「まどかぴあ」下車すぐ
高速九州自動車道 太宰府Ｉ.Ｃから約1.5㎞
福岡都市高速 大野城出入口から約2.0㎞

会場（全体）



会場概要

会場（詳細）

■会場 ２階 小ホール



会場レイアウト・記録写真
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❶市長席

❷理事長席

❸報告発表団体席

❹トークゲスト席

❺受付

❻相談会ブース

❼団体ポスター掲示



タイムスケジュール

10：00 開会挨拶

ファンド事業の説明

4. 「子育てで少し悩まれている保護者のサポート支援事業」
おやのかいMIRAI

5. 「安全なまち大野城」
ＮＰＯ法人route

6. 「ママ友サポート＆子育て応援事業」
スマイルフレンズ

1. 「心をひとつにきれいな街づくり」
ＯＮＯＪＯにゃっとわーく

2. 「宇宙の学校Ⓡ～つなぐ、子どもの夢と未来を」
スペースドリーム大野城

3.「おおのじょうまどかの醸成事業」
おおのじょう おとなりシップ

11：00  交流タイム・休憩

11：10 第2部 トークイベント ～大野城市の地域活動の今までとこれからを語り合う～

10：10 第1部 事業報告会

12：00 閉会挨拶

当日プログラム



市長挨拶

■大野城市
市長 井本 宗司 様

理事長挨拶

■NPO法人共働のまち大野城
穴井 芳春



事業説明

動画にて事業説明（４分27秒）を行った。



第１部

令和４年度事業実施報告



第１部 令和4年度事業実施報告

事業名：心をひとつにきれいな街づくり

団体名：ＯＮＯＪＯにゃっとわーく

大野城市で虐待をうけたり捨てられた子猫を保護し、里親活動

を行っている。SNSを活用し、広く周知活動を行うことで、賛

同者からの寄付も増え、命にやさしい大野城を目指している。

3年間のファンド事業活用により、100匹以上の猫の命を救う

ことができた。今後は、他の猫団体と情報共有し、大野城市の

猫殺処分ゼロを目指し活動を継続していく。

1

総事業費(円) : 437,556円

助成確定額(円) : 200,000円

事業期間 : 2022.4.1～2023.3.31

当事業利用 : ３年目

2
事業名：宇宙の学校Ⓡ～つなぐ、子どもの夢と未来を

団体名：スペースドリーム大野城

総事業費(円) : 254,177円

助成確定額(円) : 228,757円

事業期間 : 2022.4.1～2023.3.31

当事業利用 : ２年目

子供達に夢を持つことの大切さを伝え育むために、宇宙を題材

にした教材を使い、大野城市内で親子参加型のスクーリングを

開催している。また、担い手となる運営スタッフを募集・育成

する指導者セミナーも随時開催している。令和４年度は３回の

スクーリングを実施し、26組52名（心のふるさと館21組42名、

南コミュニティセンター５組１０名）の参加があった。



3 4事業名：おおのじょうまどかの醸成事業

団体名：おおのじょうおとなりシップ

総事業費(円) : 204,202円

助成確定額(円) : 183,781円

事業期間 : 2022.4.1～2023.3.31

当事業利用 : 1年目

こども食堂やフードパントリーなどのイベントを通して、子ども

たちが孤立しない地域をつくるための活動を行っている。地域の

大人が子どもたちと関わることで、大人も子どもも心地よい関係

性を育みながら、おとなりシップが広がることを目的としている。

令和４年度は、IKEA・一風堂とコラボしたこども食堂や夏休みイ

ベント、まどかマルシェ出店等を通じ、子どもたちの居場所づく

りを行った。

事業名：子育てで少し悩まれている保護者のサポート支援事業

団体名：おやのかいMIRAI

総事業費(円) : 226,482円

助成確定額(円) : 200,000円

事業期間 : 2022.4.1～2023.3.31

当事業利用 : 1年目

発達障がいを持った子ども及び不登校児やその保護者の方に

対して、ＳＳＴ療育やペアレントトレーニングなどを行って

いる。また、悩み相談や情報共有できる場を提供することで、

孤独感をなくし悩みを軽減することを目的として活動してい

る。昨年度は、さまざまな交流会の開催やイベント参加に

よって、活動への理解者・協力者が増えた。引き続き各所に

協賛や協力を求めるとともに、トレーニングが実施できる人

材の育成にも力を入れていく。や協力を要請する。

第１部 令和4年度事業実施報告



5 6事業名：安全なまち大野城

団体名：ＮＰＯ法人route

事業名：ママ友サポート＆子育て応援事業

団体名：スマイルフレンズ

総事業費(円) : 101,000円

助成確定額(円) : 90,000円

事業期間 : 2022.8.1～2023.3.31

当事業利用 : 1年目

総事業費(円) : 357,033円

助成確定額(円) : 278,265円

事業期間 : 2022.4.1～2023.3.31

当事業利用 : 1年目

地域の交通安全について、地域団体と連携し啓発活動や見守り

活動を行っている。活動を通して安全対策について関心を集め

ることで、事故のない子供たちが安心して歩けるまちづくりを

目的としている。市内の通学路の調査・見守りのほか、イベン

ト出店を行い団体の周知・啓発につとめた。引き続き交通見守

りメンバーを募集し、安全なまちづくりを目指す。

同じ悩みを持った者同士で共感し不安を解消したり、リフレッ

シュできる居場所づくりを目指している。毎回異なるテーマに

沿った子育てサロンを開催することで、主婦友・ママ友作りを

サポートするとともに、子育て情報なども提供している。ＬＩ

ＮＥ公式アカウントにて、参加者やボランティアスタッフの募

集を行っている。

第１部 令和4年度事業実施報告



報告会の様子

第１部 令和4年度事業実施報告



第２部

トークイベント



～大野城市の地域活動の今までとこれからを語り合う～

ファシリテーター：福岡市ＮＰＯ・ボランティアセンターあすみん
センター長 中村善輝様

トークゲスト：◆有限会社クリーンみかさ
リサイクル事業部 部長 中村博志 様
収集運搬業務部 主任 本村龍一郎 様

◆認定ＮＰＯ法人チャイルドケアセンター
代表理事 大谷清美 様

◆学生ボランティア団体Young Free Helper
井上 圭悟 様
堀之内 睦 様

◆大野城市役所職員
人事マネジメント課 人材育成担当係長

（ 前コミュニティ文化課 共働推進担当）
徳永 雄介 様

第２部 トークイベント



第２部 トークイベント

地域の課題やコミュニティの在り方が年々変化しつつある中で、今年度は地元企業・地域

団体・学生ボランティア団体・行政に参加いただき、福岡市ＮＰＯ・ボランティアセンター
あすみんの中村氏をファシリテーターに迎え、地域活動についてのトークイベントを実施し
た。
”有限会社クリーンみかさ”は、企業として自分たちにできる地域貢献を行いたいとの思い

から、回収したペットボトルキャップを絵本や花の苗に替えて、地元の幼稚園・保育園など
に配付していることについてなどお話しいただいた。なお、今年度より各コミュニティセン
ターにも手作りのペットボトルキャップ回収箱を設置し、広く活動を周知している。
”認定ＮＰＯ法人チャイルドケアセンター“は、子育て支援としてファミリー交流センターの
管理・運営、受託事業としてファミリー・サポートセンターの運営のほか、みんなの居場所
づくりなど「子どもを真ん中に、地域で育て、育ち合う」活動を幅広く実施している。トー
クイベントでは、市民グループとして活動をスタートしてから、時代のニーズを意識しなが
ら様々なつながりを得て事業化を進めて来られたことや、子ども食堂で(有)クリーンみかさ
との連携があったことにも触れた。
”ＹＦＨ“は学生版のボランティアセンターとして、小学生を対象にしたレクリエーションイ
ベントを開催するなどしており、学生視点で自分たちがやりたいことを企画・実施している
ことについて話された。今後はどの様に活動の場を広げていくか、といった課題についても
お話いただいた。
行政においては、地域の団体や企業が活躍されていることについて注目しているとのこと
だった。また、企業・市民団体・行政それぞれにできることがあり、役割分担をしながら地
域課題に取り組んでいくことの必要性について話された。
トークイベントは終始和やかに進み、活発に意見交換が行われた。今後も各々がそれぞれ

のフィールドで活躍されることを期待するとともに、当法人も中間支援組織としてよりよい
まちづくりに努めたい。



第２部 トークイベント

トークイベントの様子



制作物（チラシ・ポスター・アンケート）

◆報告会チラシ・ポスター

◆団体紹介ポスター

◆まちづくり相談会横断幕

◆アンケート



制作物（団体紹介資料）



制作物（団体紹介資料）



広報

◆館内掲示
◆大野城市内各公民館
◆大野城まどかぴあ
◆大野城心のふるさと館
◆コミュニティ通信
◆大野城市市報
◆西日本新聞me 福岡イベント情報
◆NPO法人共働のまち大野城 ホームページ

Instagram
facebook
LINE



アンケート結果 アンケート回答者 45名（市内居住者31名/市外居住者12名/未記入2名）

・報告会を知ったきっかけ
項目 回答 令和４年度 令和３年度

1.前回の報告会 ５ 11％（+7％） ４％

2.コミュニティセンター館内 ７ 16％（-21％） 37％

3.HP・SNS ２ ４％

4.コミュニティ通信 ４ ９％（+２％） ７％

5.市広報 ７ 16％（+９％） ７％

6.その他 16 35％（-６％） 41％

0.未回答 ４ ９％（+５％） ４％

※６.その他：庁内の周知/PSセンターからの案内/報告団体の紹介/チラシ

・報告会の全体的な内容について
項目 回答 令和４年度 令和３年度

1.良かった 33 73％（+10％） 63％

2.やや良かった ７ 16％（+１％） 15％

3.どちらでもない ２ ４％（+４％） ０％

4.良くなかった 0 0％（±０％） ０％

0.未回答 ３ ７％（-15％） 22％

・各団体の熱意が伝わってくる報告会でした。

・活動の主旨がよくわかった、色んな形のボランティアがあるんだなと思った。

・地域課題を自分事として取り組んでいる人がたくさんいて元気をもらった。

・色んな団体の活動を知れてよかった、団体の方と直接交流ができる時間が

あると良かった。

昨年度と比べ来場者数が24名増え、アンケート回答者数も1.7倍

となっている。特に今回は「一般参加者」の割合が最も多く、

いくつかの周知方法で一定の効果が得られた。新たに「HP・

SNS」の選択項目を加えたが回答数が少なかったため、インス

タなどを上手く活用し広報を行っていきたい。報告会の内容に

関しては、９割の方から「２.やや良かった」以上の回答をいた

だいた。昨年度に比べ来場者が増えたが「１.良かった」の割合

は１０％も増え、多くの方に満足いただけた。また「団体の方

と直接交流できる時間が欲しかった」など、団体に興味を持っ

てくれた方も多くいたため、NPOとして中間支援できるよう今

後の内容を検討していきたい。



アンケート結果

・コミュニティ活動応援ファンド事業の制度について

項目 回答 令和４年度 令和３年度

1.知っていた 35 78％（-15％） 93％

2.知らなかった ９ 20％（+13％） ７％

0.未回答 １ ２%

・「知っていた」と回答した方へ
どのようにして知りましたか

項目 回答 令和４年度 令和３年度

1.報告会 ６ 13％（+２％） 11％

2.コミュニティセンター館内 12 27％（-17％） 44％

3.コミュニティ通信 ３ 7％（+３％） ４％

4.市広報 5 11％（-８％） 19％

5.その他 13 29％（+７％） 22％

0.未回答 ６ 13％（+13％） ０％

※「５．その他」：知人から/PSセンター職員から
/SNS/以前助成を受けた

・コミュニティ活動応援ファンド事業を活用したいか

項目 回答 令和４年度 令和３年

度

1.ぜひ活用したい 11 25％（+７％） 18％

2.機会があれば活用したい 11 25％

3.どちらでもない ６ 13％（-38％） 51％

4.あまり活用したいと思わ

ない

２ ４％（+４％） ０％

0.未回答 15 33％（+４％） 29％

・活動スタートまで資金を整えるのが大変なので、素晴らしい事業だと思う。
・何か役に立ちたいという人や団体が活動するきっかけになる支援だと思う。
・やりたい活動がある方に、アドバイスとして教えてあげたい。

昨年度に比べファンド事業の制度を「知らなかった」と回答した人が13％

増え、「活用したいか」の問いに対しては半数の方から「２.機会があれば

活用したい」以上の回答をいただいた。今回のように「まだ事業を知らな

い人」に来ていただけるよう広報を行っていくとともに、報告会を通して

助成団体だけではなくファンド事業そのものに魅力を感じていただくこと

が出来れば、新たな団体の申請にもつなげられるため、事業の見直しなど

を行い、より魅力のある事業にしていきたい。



アンケート結果

・トークイベントの内容について

項目 回答 割合

1.非常に良かった 27 60％

2.良かった ６ 13％

3.どちらでもない １ ２％

4.良くなかった ０ 0％

0.未回答 11 25％

・若い方が色んな分野で活動されているのがわかりました。
・様々な主体の想いを細かく聞けて、自分にもできることを考える
きっかけになった。

・新鮮で話の内容も面白かった。色々な立場の人達の話も聞けて、
１人１人の思いがきちんと伝わった。

新たな試みとして行ったトークイベントだったが、「2.良かった」以上

の回答が約７割を占め大変好評だった。特に「様々な立場での意見を聞

けたことが良かった」「若い方の意見が聞けたのが良かった」などの回

答が多く、地域課題の多様化や担い手の問題などをトークイベントから

感じた。また、イベント後に団体同士が交流を取っている様子があり、

NPOとして中間支援や地域活動の活性化に繋げることができたと感じて

いる。次回も団体や来場者に満足いただける内容を考えていきたい。

【心をひとつにきれいなまちづくり】
”ONOJOにゃっとわーく”について

項目 回答 割合

1.良くわかった 33 73％

2.ややわかった ８ 18％

3.どちらでもない 1 2％

4.わからなかった ０ 0％

0.未回答 ３ 7％

・猫の虐待が大野城市でも問題になっていると知りませんでした。

チャリティーイベントや仲間集め頑張って下さい。

・猫はたくさんいると思うのですが、少しでもたくさんの猫を救い

たいとの気持ちが伝わってきて、これからも頑張って欲しいなと

思います。もっと市民に広めていって欲しいです。

・命を救う活動は素晴らしいと思います、これからも頑張ってくだ

さい。

・動物の虐待について深く考えたことがなかったので、貴重な機会

となった。



アンケート結果

【宇宙の学校Ⓡ～つなぐ、子どもの夢と未来を～】
”スペースドリーム大野城”について

項目 回答 割合

1.良くわかった 17 38％

2.ややわかった 17 38％

3.どちらでもない ９ 20％

4.わからなかった １ 2％

0.未回答 １ 2％

・子供たちの興味をひくテーマだと思いました。

・コミュニケーションが苦手な子どもが増えている中、夢を持って

成長させていくことは大切だと思いました。

・宇宙⁼夢とグローバルな視点に驚きました、どの地区でも活動を

していって欲しいです。

・子どもの将来をどうつくっていくか、本当に重要なテーマだと思

いました。

・スクーリングの具体的な内容がもう少しわかるとよりイメージが

ふくらむと思いました。

【おおのじょう まどかの醸成事業】
”おおのじょう おとなりシップ”について

項目 回答 割合

1.良くわかった 29 64％

2.ややわかった 12 27％

3.どちらでもない １ 2％

4.わからなかった ０ 0％

0.未回答 ３ 7％

・活動の目的や背景、活動して得たことなど、とても良く理解でき

ました。私も子育て世代の多い地域なので、とても共感するとと

もに参考になりました。

・こどものためにできることを考え、たくさんの取組みをされて

いて、とても感動しました。専門家ではなく一般市民にも

できることがたくさんあると勉強になりました。頼ることの

できる大人がいる環境が、大野城に広がっていってほしいです。

・私自身も子育てをするうえで、こういった活動が身の回りであれ

ばよいなと思いました。

・困っている子ども向けの事業は必要とされていると思いますし、

楽しそうなイベントが魅力的だと思いました。



アンケート結果

【子育てで少し悩まれている保護者のサポート事業】
”おやのかいMIRAI”について

項目 回答 割合

1.良くわかった 31 69％

2.ややわかった 11 25％

3.どちらでもない １ 2％

4.わからなかった ０ 0％

0.未回答 ２ 4％

・発達障害の子が地域で伸び伸びと成長できるよう、発達障害を
特性として受け入れられることにつながる活動だと思いました。

・活動内容がわかりやすかった、様々なイベントや他団体との連携
により、活動への理解者や支援者を増やそうとされていて、とても
素晴らしいと思いました。

・立花高校の校長先生の講話会を開催された時に、大々的な告知は行
わなかったが、たくさんの人が来られたとのことで、関わっている
人や興味がある人が多いことを改めて知ることができた。

・社会から取り残されやすい方々へのサポートとても大事だと思いま
した。同じ目的で活動されている団体さんもいると思うので、うま
く連携していけるといいですね。

・子ども達や親御さんにとって、素敵な居場所になっていると感じた
。様々なイベントや活動を通して、各家庭にどのような影響があった
のか知りたいです。

【安全なまち大野城】
”NPO法人route”について

項目 回答 割合

1.良くわかった 32 71％

2.ややわかった ９ 20％

3.どちらでもない １ ２％

4.わからなかった ０ 0％

0.未回答 ３ ７％

・素晴らしい活動だと思いました。見守りだけでなく、地域や学校
と連携し”子どもの交通安全講習”などもしてみると良いかもと思い
ました。
・実体験に基づいた活動で熱意がとても伝わった。市内にも危険箇
所がたくさんあり、改善にはとても労力がかかると思いますが、今
後も頑張って欲しいです。
・子どもたちは大人が作った交通ルールを守っても、ルールを守ら
ない大人によって子どもの命が脅かされる、私も親なので皆さんの
活動に共感しました。
・子どもの命を守るとても重要な活動だと思います。近年自動車に
よる事故も増えているので、子どもから大人まで参加できる交通安
全教室は参加したいと思いました。



アンケート結果

【ママ友サポート＆子育て応援事業】
”スマイルフレンズ”について

・異動人口の多い大野城市ですので、出産・子育てに同じような不安を

持っている人はたくさんいると思います。そんな人たちの支えになる活動

だと思います。

・子育てをしているお母さんにスポットをあてた事業は、これまでなかった

気がするので、素敵な団体さんが生まれたなと思いました。

・私も移住者なのでとても気持ちがわかります。このサロンを通じて、他の

団体の活動への導線が生まれそうですので、色々コラボが進むといいですね。

・他の団体とのコラボにより、テーマが広がったことがすごい良いなと思い

ました。

・なかなか地域になじめない仲間が広がって、いろんな活動で気持ちが豊か

になることで子育てのストレスが解消されるのは良いことと思うので、

広報活動を続けて仲間が増えるといいと思う。それと同時に地域内にも

仲間が増えると、子ども達の成長と共に地域で子育てサポートができる

のも良いと思いました。

項目 回答 割合

1.良くわかった 28 63％

2.ややわかった 13 29％

3.どちらでもない ２ 4％

4.わからなかった 0 0％

0.未回答 ２ ４％

全ての団体で「１.わかった」「２.ややわかった」の回答が

約8割を占める結果となった。団体の報告内容に対しても、

「頑張ってください」などの応援の声や「同じ経験をした

ので気持ちがわかります」といった共感の声が多くあり、

大変好評いただけた。今回は「団体概要」「活動実績」

「今後の展望」の構成で発表データを作成していただくよ

う事前に依頼をしていたため、テーマの違いはあるものの

団体の報告内容に大きな差はなかったように感じた。結果

的に第1部の時間が10分程余ったことや、来場者から「発表

時間がもう少し長くても良かった」「もう少し詳しく聞き

たかった」との声もいただいたため、報告時間に関しては

改善が必要と思われる。反面、報告団体に興味を持ってい

ただくことができたとも捉えられる。報告団体を通して、

実際に活動報告を行い感じたことや改善点などの意見をい

ただくことで、次回の報告会に活かしていきたい。



統括・所感

コロナ禍が明けたことで、昨年度に引き続き対面での報告会開催となった。今回は昨年
度の課題を踏まえ、会場を前回の「大野城心のふるさと館講座学習室」から「大野城まど
かぴあ小ホール」に変更し、よりアットホームな雰囲気の中で報告会に集中できる会場づ
くりに取り組んだ。昨年度よりも大きなキャパシティでの開催となったが、参加者は前回
の３５名から５９名と約１.７倍に増加し、中でも一般参加者数の割合が一番多かったこ
とから、年々市民活動への関心が高まっていることがうかがえる。
第１部では、ファンド助成団体の報告会として、地域で活躍している6団体の声を直接

参加者に届けられたことで、団体の日頃の活動や成果を多くの方に知っていただくことが
できた。
また、第２部では初めての取り組みとしてトークイベントを実施し、地元企業・地域団

体・学生ボランティア・行政それぞれの立場から、大野城市の地域活動のこれまでとこれ
からの展望を語っていただく貴重な機会となった。
アンケート結果においては、「報告会の全体的な内容について」の項目で、「良かっ

た」「やや良かった」の合計が前回の78%から89％に増加しており、多くの方に満足い
ただいた結果となっている。また、団体やトークゲストに対するねぎらいの言葉や、今後
の活動に期待する声が多く寄せられており、市民活動団体に対しても高い評価をいただい
た。さらに、この報告会がきっかけでボランティアに参加したいとの声をいただいたり、
参加者から団体の取り組みについての問い合わせがあったりと、市民活動のきっかけづく
りの場としての役割も生まれているといえる。
その一方で、報告会の時間配分の仕方や、予定より参加者が多かったことによる資料不

足などいくつかの課題が残った。次年度は今回の反省を踏まえ、中間支援組織としてより
有意義な報告会の開催を目指したい。



北パートナーシップ活動支援センター

〒816-0912

大野城市御笠川１丁目１７番１号

ＴＥＬ （092）513-0099

ＦＡＸ （092）504-5102

E-mail :kitaps@onj.csf.ne.jp

北コミュニティ
上筒井区
下筒井区
山田区
雑餉隈町区
栄町区
仲島区
畑詰区

南パートナーシップ活動支援センター

〒816-0964

大野城市南ヶ丘５丁目９番１号

ＴＥＬ （092）596-0686

ＦＡＸ （092）596-0348

E-mail :minami-ps@onj.csf.ne.jp

南コミュニティ
牛頸区
若草区
平野台区
月の浦区
南ケ丘1区
南ケ丘2区
つつじケ丘区

東パートナーシップ活動支援センター

〒816-0904

大野城市大池２丁目２番１号

ＴＥＬ （092）504-1428

ＦＡＸ （092）504-1595

E-mail :higaships@csf.ne.jp

東コミュニティ
釜蓋区
井の口区
中区
乙金区
乙金台区
乙金東区
大池区

中央パートナーシップ活動支援センター

〒816-0942

大野城市中央１丁目５番１号

ＴＥＬ （092）573-3127

ＦＡＸ （092）587-6277

E-mail :chuoups@onj.csf.ne.jp

中央コミュニティ
上大利区
中大利区
下大利区
東大利区
下大利団地区
白木原区
瓦田区


